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5月3日は憲法記念日

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

　
五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
。
憲
法
は
、
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
を
基
本
理
念
の
一
つ
に

掲
げ
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
権

利
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
末
か
ら
今
年
一
月
に
か
け
て
、
宇
治
市
を
は
じ
め
山
城
地
方
の
各
地
で
、

同
和
地
区
の
人
々
に
対
す
る
悪
質
な
差
別
落
書
き
が
連
続
し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
憲
法
記
念
日
を
機
に
、
基
本
的
人
権
、
と
り
わ
け
同
和
問
題
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
ま
し

よ

ヽ
つ
Ｏ

　
日
本
国
恩
法
は
。
国
民
主
権
・

平
和
主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊
璽

を
三
つ
の
基
本
理
念
と
し
、
こ
れ

ら
の
崇
高
な
目
的
の
達
成
を
目
指

し
て
い
｀
チ
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

民
主
主
義
社
套
と
貝
Ｍ
る
今
日

に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
に
は
、
同
和
地
区
の
人
々
に
対

す
る
差
別
か
ほ
じ
め
、
女
性
に
対

す
る
差
別
、
心
身
に
障
害
忿
持
つ

人
に
対
す
る
差
別
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
な
ど
多
く

昨年n月に文化センターで行われた人権週間i念贋流会、市ではこのほかにも、

同m解決のための取り組みを行っています。積極的にご参加ください。

の
差
別
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
同
和
問
題
は
、
国
や

地
方
自
治
体
が
今
日
ま
で
そ
の
完

全
解
決
剪
日
指
し
て
取
り
組
み
、

本
市
で
も
重
要
施
策
に
位
置
付
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
現

実
に
は
依
然
と
し
て
「
同
和
地
区

に
生
書
れ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
、
差
別
夕
受
け
、
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
る
差
別
事
件
が
数
多

く
発
生
し
て
い
未
了
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
十
二
月
二
十

一
日
に
市
役
所
庁
舎
で
差
別
落
書

既
Ｒ
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
月

十
四
日
に
は
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ

ー
、
土
（
日
に
は
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
で

同
様
の
落
書
き
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
各
施

設
の
男
子
便
所
の
大
便
ダ
ー
ス
壁

面
や
扉
の
裏
に
1
1
1
か
れ
て
お
り
、

同
和
地
区
の
人
々
の
生
存
夕
否
定

し
た
り
、
排
除
し
た
り
す
る
極
め

て
悪
質
な
内
容
の
も
の
尹
左
。

　
ま
た
、
昨
年
の
十
一
月
か
兌
「

年
一
月
の
お
よ
そ
三
ヵ
月
の
間
に
、

本
市
を
含
め
山
城
地
方
の
三
市
五

町
で
同
じ
ぶ
７
な
差
別
落
母
系

十
五
件
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
の
い
く
つ
か
に
は
、
内

容
、
筆
跡
な
ど
の
共
通
性
が
見
ら

れ
、
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
た
同

一
人
が
書
い
た
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
ネ
て
一
。
こ
う
し

た
一
連
の
差
別
落
書
き
は
、
多
く

の
人
た
ち
の
差
別
の
な
い
社
会
を

築
く
活
動
を
否
定
し
、
そ
れ
に
逆

行
す
る
も
の
で
、
単
に
消
せ
ぱ
よ

い
と
い
ら
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
同
和
問
題

の
正
し
い
理
蟹
徹
底
し
、
早
期

　
つ
く
ら
れ
た
身
分
制
度

　
同
和
問
題
は
、
封
建
時
代
の
身

心
窪
別
に
起
因
し
て
い
未
了
。

　
徳
川
幕
府
は
、
民
衆
か
分
裂
さ

せ
て
武
士
の
支
配
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
、
士
農
工
商
と
さ
ら
に
そ

の
下
の
身
分
に
分
け
た
世
襲
制
の

身
分
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
「
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下
見
て
暮

ら
せ
」
と
い
う
支
配
者
の
狙
い
ど

お
り
、
民
衆
は
こ
の
身
分
制
度
蔵

下
の
身
分
を
さ
げ
Ｔ
ん
だ
１
　
古
し

い
俳
夢
我
慢
し
た
り
す
る
材
料

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
衆
は
、

団
結
し
た
り
支
配
者
層
に
目
を
向

け
た
昨
于
る
こ
と
は
な
ぐ
、
封
建

社
会
は
長
く
維
持
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
身
が
差
別
政
策
に
よ
る
最

下
層
の
人
々
に
対
す
る
差
別
が
、

解
決
さ
れ
ず
に
今
日
も
存
在
し
て

い
る
の
が
、
同
和
問
題
な
の
で
す
。

　
解
放
運
動
の
高
ま
り

　
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
、

い
わ
ゆ
る
『
解
放
令
』
に
よ
り
身

完
全
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組

み
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
山

城
地
区
の
市
町
村
で
組
織
す
る
山

城
地
区
市
町
村
連
絡
協
議
会
を
中

心
に
し
た
広
域
的
な
対
応
も
必
要

と
判
断
し
、
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

分
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
制
度
上
の
こ
と
に
過
だ
天

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
俳
忌
嵌

善
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
シ
し
た
身
分
制
度
の
廃
止
や

自
由
民
権
運
動
の
高
吉
刄
脅
景

　
特
別
措
置
法
の
施
行
以
来
、
今

日
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
・
道

路
や
住
宅
、
地
区
内
施
設
な
片
生

活
環
境
を
中
心
に
、
物
的
な
面
で

は
一
定
の
改
善
が
進
み
ま
し
た
が
、

な
お
必
要
な
事
業
奮
残
し
て
お
り
、

そ
の
早
期
完
了
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
同
和
問
題
の
完
全
解
決

に
と
っ
て
璽
要
な
教
育
や
就
労
、

同
和
問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識

m
め
る
た
め
の
啓
発
な
戸
多
く

と
し
て
、
同
和
地
区
Ｑ
人
た
ち
の

中
か
ら
同
和
地
区
忿
収
善
し
よ
う

な
右
自
主
的
な
運
動
が
各
地
で

盛
ぴ
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
に
入
り
、
米
騒
動
を

契
機
に
、
労
働
運
動
や
小
作
争
議
、

社
会
主
義
運
動
な
芦
芥
崖
開
さ
れ

る
中
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一

年
）
三
月
三
日
、
京
都
市
の
岡
崎

公
会
堂
で
同
和
地
区
の
完
全
解
放

を
目
指
す
「
全
国
水
平
社
」
が
結

成
さ
れ
、
そ
の
運
動
は
全
国
的
に

広
ま
り
ま
し
た
。

　
戦
後
、
新
憲
法
の
下
、
財
閥
解

体
、
農
地
改
革
、
民
法
の
改
正
な

戸
民
ま
化
を
図
る
諸
制
度
の
改
革

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
同
和
問
題

は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
態
の
ま

ま
と
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
水
平
社
運
動
の
精

神
か
継
承
し
、
国
に
対
し
て
同
和

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
施
策
を

要
求
す
る
新
た
な
運
動
が
、
活
発

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
民
的
課
題
と
し
て

　
の
取
り
組
み

　
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
、

　
「
同
和
問
題
の
解
決
は
、
行
政
の

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
ず
。

　
今
回
、
山
城
地
域
で
起
こ
っ
た

よ
シ
な
差
別
落
書
き
事
件
夕
ほ
じ

め
差
別
事
件
は
、
全
国
各
地
で
発

生
し
、
後
忿
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
ぴ
が
、

人
間
β
し
ぐ
幸
せ
に
暮
β
し
て
い

く
た
め
に
は
、
お
互
い
の
基
本
的

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
同
和
問
題

夕
ｍ
し
ぐ
理
解
、
認
識
す
る
た
め

責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課

題
で
あ
る
」
と
し
た
同
和
対
策
審

議
会
答
申
が
国
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
の
趣
旨
を
具
体
化
す

る
た
め
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四

十
四
年
）
に
同
和
対
策
事
業
を
進

め
る
た
め
の
特
別
措
置
法
が
施
行

さ
れ
、
今
日
ま
で
、
妾
坦
境
の

改
善
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
産
業

の
振
興
、
職
業
の
安
定
、
教
育
の

充
実
な
ど
を
目
指
し
た
施
策
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、
同
和
問
題
の
解
決

か
基
本
政
策
に
位
置
付
け
、
同
和

対
策
審
議
会
答
申
の
精
神
と
Ｗ
迦

の
理
念
や
法
律
に
哉
つ
い
て
、
総

合
的
・
計
画
的
に
施
策
か
通
め
て

き
て
い
未
了
。

の
取
ぴ
組
み
か
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
周
辺
市
町
村
と
も
連
携
し

て
、
よ
趾
菓
的
な
広
域
的
取
り

組
み
聚
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
考
凡
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
の

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
何
か
差
別
＞
＼
ｙ
あ
り
、
何

が
祠
見
＞
＼
＾
あ
る
か
舎
兄
抜
く

鋭
い
感
性
を
養
い
、
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目

ら
の
課
題
と
し
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

　
お
互
い
の
人
権
雲
蚤
に
趾
写

こ
と
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

を
警
星
し
ょ
う
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

－5月13日（木)、市民会館でー

　
五
月
一
日
か
ら
七
Ｅ
ま
で
は

憲
法
週
間
で
す
。
城
南
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
、
京
都
地
方
法

務
局
宇
治
支
局
及
び
市
で
は
、

人権擁護委員（敬称略）

行
事
の
一
環
と
し
て
、
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　
▽
と
き
・
：
５
月
1
3
日
困
、
午

前
1
0
時
１
午
後
３
時

　
▽
と
こ
ろ
…
市
民
命
一
館
（
宇

治
公
民
館
）

　
▽
相
談
内
容
・
・
・
○
差
別
や
い

や
が
ら
せ
を
受
け
た
○
名
誉

・
信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た
○

義
務
の
な
い
こ
と
夕
強
制
さ
れ

た
　
○
児
童
や
生
徒
が
、
い
じ

め
や
仲
間
は
ず
れ
に
遭
っ
た

○
女
性
や
子
供
、
お
年
寄
び
が

虐
待
さ
れ
た
　
○
騒
音
、
悪
臭
、

ば
い
煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
○
離
婚
、
扶
養
、
相
続
な

ど
で
家
庭
内
で
も
め
て
い
る
な

ど
。
　
ま
た
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
、
随
時
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
問
営
お
せ
は
広
報
課
市
民

相
談
係
（
豊
内
線
2
0
7
9
）
へ

氏　名 住　所 電話

青山　一雄 宇治善法11の5 21-4380

東　　重子 羽拍子町22 43-7723

飯塚　久子 木幡桧尾32 31-8792

井戸田　侃 木幡熊小路4の831-8489

北川　　稔 伊勢田町毛語4041-7260

柴田　定治 木幡平尾17の6331-8883

谷口　武治 宇治宇文字11の12 21-4611

福島　秀次 広野町寺山53の343-2589

藤原　了孝 五ヶ庄大林43の131-8532

前川　桂子 菟道丸山lの59 21-3458

テレビ広報

さわやか宇治
～新茶の季節は
　　市営茶室｢対鳳庵｣へ～

５月１日(土)

午後５時から15分間

　KBS京都・U H F34ch

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

191

基本的人権の尊重を

身
近
に
あ
る

差
別

同
和
問
題
の

正
し
い
理
解
を

早
期
完
全
解
決

の
た
め
に

人権相談所を開設
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第27回　市民総合体育大会の競技予定表〈詳しくは各問い合わせ先へ〉

第
2
7
回
市
民
総
合
体
育
大
会
開
幕

5
月
9
日
（
日
）
、
午
前
9
時
か
ら

太
陽
が
丘
体
育
館
で
総
合
開
会
式

　
第
二
十
七
回
市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
五
月
九
日

佃
、
午
前
九
時
に
太
陽
が
丘
体
育
館
で
開
幕
。
二
十

二
種
目
に
力
と
技
を
競
い
ま
す
。
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
、
余
暇
の
有
効
利
用
や
健
康
づ
く
り
の
機
運

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
の
大
会
に
は
、
毎

回
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。
競
技
予
定
は
、

左
表
の
と
お
り
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

二競万技≒種白目∧、

､､ぶぐ゛｀　7　･､､tj"｀゛ゝ)‘“･

]開∇4∧日'……゛。

゜｀“yE　、､｡､゛｀,tA，

………*込幼間ぐ

゛゛'゛,rj,aで卜

　　？　｀1　iPｯｉ　　、…………参m資格゛J,lsJy.

゛''二卜-，ぽ≒1゛･/昌゜'ごご'

二万……j,゛J゛じ参ｿﾞヵn ゛,肩■

ぐ≒に。.ンノにごこリン･にJ。ト･,づ

　♂　Ｊ　　　φ♂　へ　♂∧冲ｿﾞり]無丿みﾚ匡……T' ………問い合わせ先ヶ･

∧……………j………………

こ軟ﾄ式ﾉ≒野]球ヽ万

万……，‥‥‥j………ﾄﾞ………

5/9～6/27 ～5/2 協会加盟チーム
一般チーム

1チーム10.000円 ヤマシカスポーツ（m3 ・7257）

､λ　’゛^゛1｀^rこ

ｿ学］童千野二球ﾌ

▽………ﾄ………二∧ﾌﾞ………1､.で､.呂..

5/9～6/13 申し込み受け付けは終了しました
大石賢一さん
(a44 ・7450)

☆丿白r………1｀でJI゛゛^゛゛JI゛J｡]゛･''.

.

ソフフトボ^－ルJ

](]‘万……………゛ﾌﾞｿﾆ………

…

……j]ﾆ
5/9-6/20 申し込み受け付けは終了しました

橋本　勉さん
(酋23・2683)

　　ｔ　Ｊ　、､ｙ'･･､･し､｀･-

　　｀　　。゛'､y　ヽ^｀

卓　………球．

ｹ∧☆ノノ＞ゴ≒ﾀﾞﾚ

団体戦6/27 ～5/9
一　般

1人300円(団体戦､個人
戦の出場回数は問わな
い｡中学生以下は無料)

剛宇治市体育協会
　(332 ・1905)

　　　千賀袖司さん
（自　宅豊07745･3･7168）
（勤務先S44 ・2327)個人戦/11 ～6/25

ﾉ]………

.………ﾚﾉﾉ∧……
l

……1゛｀､｀1｀｀

二yﾌﾐﾄﾃｷﾞｽﾞｽﾉ

s……
i几‥‥‥レ……………………

5/9

5/16
10/17

～5/2
　一般
(中学生以上)

一般800円
少年･少女は無料

岩口　求さん（容23・6569）

ヽト…………j‥‥‥‥‥‥Jノヅ
ノ‾ン………］丿｡…………,゛゛｀

．アレ、．㎜　．｀・スー
宍ぃ－ご　二.ヽ≒≒　/　:。

l……………:………l､゛,､L｀､ｸ:ヽ｀゛,；

9/5、9/12
9/15､9/19

8/1～8/19 協会登録者
　一般

ダブルス1組3,000円
シングルス1人2,000円

宇治川病院　　　（a22･1335）

スポーツショップコヤマ（a21･3912)

宇治ローンT ．C　（豊3･9857)

（財)宇治市体育協会（a32･1905)

本間彰雄さん
(S32・3922)

‥‥‥li･r‘ﾄ､ﾉ二こいﾆﾐ≒√

仏葬斗尚二痢ﾅ

ﾌﾞ☆ｻ………汗よﾉｻﾀﾞ………

6/6 ～5/22 一般(高校生以上) 1チーム5,000円 　卸宇治市体育協会

　　　　　(萱32 ・ 1905)

(家庭婦人の部は受け付け終了)

辻　　久きん
(S22 ・7537)

8/8 -7/31 小学生
無　　料

8/22 ～8/14 中学クラブチーム
二二……ﾌﾞ

■h

………j⊥万

,･

レレ]ﾉ不三二∧∧土 5/9～ 申し込み受け付けは終了しました 　村瀬昭二さん(aO75･971･2553)

………ﾔﾄﾞﾉ……卜……………

尚ﾊﾞﾉﾄﾞﾐ……ンyﾄ｀ンノ

づニゾ〉l………゛∇∧J………l゛,'

7/18､7/24
8/14､9/12
9/25

(団体戦)~6/30

(ｼｶﾞﾙｽ･ﾀﾞﾌﾞﾙｽ)

　　　　　～8/25

協会登録者
　一般

男子団体1チーム5.000円､女子団

体|チーム3.000円､男子単1000円

女子単800円､男子複l組2.000円
女子複1組1.500円､高校生半額、
市営牛隻料

高木謙一さん043 ・1920）

ﾉ雀jlﾚﾑヶ

･5

ｿﾞｬ……必

万

丿…………ﾄ………]……ﾚ^]゛,｡iご･　几

5/9 当日受け付け 一　般 無　　料 当日直接
木村長次さん
(萱21・3533)

　ぶ、:｡u｡･.・C,/､･、
､'゛ソノ　゛でもφ1ぷ　に

'>]隼]]齢]道

………;､､｀,ﾌ｀､･しj…………;………

5/6 -5/15 小・中学生ノ 大滝陽一さん（萱44・9003）

　si;　゛｀゛.y　xSヾ｀
　歩年2サ丿雀二二

ﾉﾌﾞﾔｲﾄﾄ☆二万‥‥‥‥;゛

10川
10/31

～5/7 小学生 無　　料 江口修身さん（豊23・9784）

几ﾌﾟﾚｽ………1二ふ丿ｻΛ･J宍ﾚj

丿弓こ………乙,几､=･･、道

…………ﾄ]ｿﾞ……ｿﾞﾉﾌﾞ………
10/24 9/24～10/8 一般

一般400円
学生200円

西垣内靖さん（S44 ・0227)

……゛∧ﾄﾌﾚｻイ卜二∇1ﾆ

ｿ刹,]づ]……-:…………]導・

う二言ノヘ卜ソ　．二

11/21 10/1～10/15
　一般
(高校生以上)

個人500円
団体1チーム2,500円

平尾高良さん（S43・9058）

ﾅ↓↓ｿﾞ◇ﾔﾉ]

1

卜……ﾐ………

ｿﾞ↑◇煮…………i 9/23 8/15～8/31
加盟団体所属者
一般(小学生以上)

無　　料 伊藤義明さん(登り助育センター内a32･2443)

（ｿﾞﾂﾞﾀﾞ………二……………,……こｸﾞ

ｿﾞ柔ﾉ……子犬］ｺi茸二

‥‥‥‥‥しゾド大白…………;､1゛

10/17 ～10/9
連盟傘下の柔道教
室所属者
一　般

無　　料 蒲田正義さん（Q21・2039）

白丿卜……ﾄ√ﾌﾟﾄﾞ゛してｿ…………
゛ふ八ﾄﾞﾍﾄﾞ。｡;し,t｀寸卜'ｻ

く…

…

……

J

j゛◇]ﾚ1]ｦc 5/9 申し込み受け付けは終了しました
清水桂子さん(豊23･3675)
小西　昇さん(S22･5350)

　゛^-、゛｀｀j゛ぶぶ、.｀.゛.A，

n二卜j二万万±]

,ﾋ……ﾚﾂﾞ☆ノレ………゜j〉二(j･;｀

5/9 申し込み受け付けは終了しました
白根弘一さん
(S22 ・7087)

ll｡^｀j゛-ヽ､jMﾋﾞ　’､）.｀.
袖魯和

l.
………

………ﾄ……☆ﾄﾄ…………利…………

5/12､6/13､6/20

8/27-8/29
12/18､12/19

申し込み受け付けは終了しました 　一瀬　智さん（自　宅a2i ・3510）
（勤務先a32 ・2131）

ゲヅヅドブズノＴレド

％　％　･ふ　　　~yJ ゛心

丿市丿ﾅｦ

し≒いで，...ト　卜丿1ごs.j

5/20 6/1～6/7 一般 無　　料 神谷昭三さん（a43・0198）

仁子几ｲび二二､ｿﾞｽﾞ‘ﾍﾄ

ﾉ蚕じ鉢雀竃荏ゲ

ゾ上トソぅ?゛≒………………'ﾆ

6/13 ～5/31 一　般 ・無　　料 周川文雄さん（勤務先a23・2238）

……ｹﾞ÷ｿﾄﾞﾎﾞ―ル……7

……ムノノゾノ､ド…………

6/8 5/10-5/25 連合加盟チーム
　　一般

　1チーム3,000円

(小･中学生は無料)
竹村矢市さん（Q22・3657）

※参加資格欄の「一般」とは、市民と市内に通勤・通学する人

婦人週間

　　　　ＵＪＩのづどい

５月14日廊午後1時半～３時半（開Ｓ午後1時）

回亘亘^^g□文化センター小ホール
･ a 〃 ･ 〃 四 ･ ･ ゛ 心 X I J ' ･ 3 - i - i . ･ 心 〃 ･ y - ･ 丁 八 l . 7 . 1 1 丿 ･ 丿 . - ･ 7 ･ . ･ い i ' W ･ ' . ･ 7 . 1 1 ^ ' 4 ･ ･ 丿 ･ 々 ･ 吋 - - ･ ･ 1 4 : - y j . A I I J ･ ･ . 〃 曹 ･ . “ ﾔ : . ‥ - - t . ､ . . ･ . - 3 ･ . 一
千 万 涙 : ｽ （ 轟 轟 臨 （ 上 野 千 鶴 子

乱

二

｀…………… : ･ . ･ l 、 / ｿ ﾞ ｰ ﾝ ･ ､ . ﾄ ＼ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ F . . . _ ･ ･ ･ . !　　･･･¶　I%･I･　.･･　･.　'.｀..･41'､･　　　.'　･･･ゝ
ﾚﾉﾚﾃ＋V…………生き方ﾚﾌﾘ-ス｀ﾀﾞｲ･ル＼女万も男:も

1く………△∠.ﾚ二､.j＼...･ご.､…………∧∠::…………(千言舌通訳あり)j

整理券は各公民館･･コミセン・ふれあいセンター. 図

書館、市役所玄関、女性政策室、商工課で配布中。な

お、2歳以上の幼児は保育します。女性政策室（き22･

3141内線2091）へ申し込みを。問い合わせも|S|室へ

市
民
茶
摘
み
の
集
い

主催：宇治市、宇治市教育委員会, 剛宇治市文化センター

5
月
9
日
（
日
）
茶
業
セ
ン
タ
ー
で

　
宇
治
と
言
え
ば
「
お
所
を

思
い
浮
か
べ
る
ほ
ど
、
図
案

は
全
国
的
に
有
名
な
郷
土
の
特

’
産
品
で
す
。

　
市
で
は
、
「
お
所
に
直
接

触
れ
、
よ
肛
親
し
ん
で
い
た
だ

こ
シ
と
。
今
年
も
「
市
民
茶
摘

み
の
集
い
」
を
開
催
し
毒
了
。

宇
治
茶
の
缶
ド
リ
ン
ク
の
お
土

産
も
あ
り
未
丁
。
ぜ
ひ
ご
参
加

受け付け開始日が変更に

　　笠取山の家

鳶　
▼
と
き
・
・
・
５
月
９
日
㈲
、
午

後
Ｏ
時
半
ト
２
時
半
（
雨
天
中

止
）
▼
と
こ
う
：
茶
業
セ
ン
タ

ー
内
茶
園
（
太
陽
が
丘
宇
治
側

ゲ
ー
ト
前
）
▼
問
い
合
わ
せ
…

農
林
茶
業
課
（
容
内
線
2
2
1

4
）
へ
。
参
加
は
無
料
、
直
接

会
場
へ
。

　
「
笠
取
山
の
家
」
使
用
の
翼
に

付
け
は
、
こ
れ
ま
で
使
用
日
か

使
用
初
日
の
二
ヵ
月
前
の
午
前

九
時
か
ら
開
始
し
て
い
ま
し
た

が
。
七
月
使
用
分
か
ら
は
「
使
用

日
か
使
用
初
日
の
二
ヵ
月
前
の

月
の
一
日
、
午
前
九
時
か
ら
（
一

日
が
市
役
所
休
業
日
と
な
る
場

合
は
、
そ
の
翌
日
。
ま
た
月
末

の
一
泊
二
日
、
二
泊
三
日
の
申

請
で
翌
月
に
ま
た
が
っ
た
握
Ｅ

は
、
そ
の
申
請
を
優
先
し
ま

す
）
」
に
変
界
延
子
。

　
申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
自
治

脆
談
（
豊
内
線
2
2
0
2
）
へ
。

192

7月使用分は5月1日から
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市
民
の
ひ
ろ
ば

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
＠
●
●
●

東
宇
治
図
書
館

お
は
な
し
会

▼
内
容
・
・
・
お
話
、
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
な
ど
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同

館
（
豊
3
2
・
2
2
3
2
）
へ
。
参
加

は
無
料
。

　
　
社
会
保
険
相
談
所

　
　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
５
月
1
4
日

　
出
―
小
倉
公
民
館
、
2
8
日
出
―
広

　
野
公
民
館
。
時
間
は
午
後
１
時
～

　
４
時
▼
問
い
合
わ
せ
…
国
民
年
金

　
課
（
萱
内
線
2
3
1
0
）
へ
。

　
　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
　
料
理
教
室

　
　
▼
と
き
・
：
５
月
1
4
日
出
、
午
前

・
1
0
時
１
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
…
総

　
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

　
で
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

　
▼
内
寮
：
葉
茶
め
し
、
い
わ
し
の

　
か
ば
？
き
風
な
芦
季
節
の
材
料
を

か紫式部

市民文化

賞

便
っ
た
料
理
．
つ
く
り
▼
定
員
・
・
・
先

着
3
0
人
▼
指
導
・
・
・
青
梅
グ
ル
ー
プ

▼
参
加
費
…
１
０
０
円
▼
持
ち
物

・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
き

ん
▼
申
し
込
み
・
：
社
会
福
祉
協
議

会
（
き
2
2
・
5
6
5
0
）
へ
▼
主
催

・
・
・
宇
治
市
一
人
暮
ら
し
老
人
の
会

　
親
子
卓
球
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
Ｈ
日
～
2
7
日
の

毎
週
火
・
木
曜
、
午
後
７
時
～
９
時
。

６
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
平
盛
小
学
校

▼
対
象
・
・
・
小
学
４
年
生
～
中
学
生

と
そ
の
親
▼
定
員
…
先
着
2
0
組
▼

持
ち
物
・
・
上
靴
▼
申
し
込
み
…
市

民
体
育
課
（
豊
内
線
2
6
2
1
）
へ
。

参
加
は
無
料
。

　
女
性
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
Ｈ
日
～
2
8
日
の

毎
週
火
・
金
曜
、
午
後
７
時
～
９

時
。
６
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
栞
体
育

館
▼
内
容
…
ジ
ャ
ズ
体
操
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
▼
対
象
・
・
・

中
学
生
以
上
の
女
性
▼
定
員
・
・
・
先

着
3
0
人
▼
持
ち
物
・
：
上
靴
▼
申
し

込
み
・
・
・
市
民
体
育
課
（
豊
内
線
2

6
2
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
5
日
～
3
0
日
の

毎
凋
王
・
日
曜
（
予
備
日
６
月
５

日
・
６
日
）
、
午
後
３
時
１
５
時
。

６
回
▼
と
こ
ろ
・
‥
・
黄
奘
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▼
対
象
・
：
中
学
生
以
上
▼
定

員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
申
し
込
み
・
：
市

民
体
育
課
（
公
内
線
2
6
2
1
）
へ
。

参
加
は
無
料
。

　
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
９
日
面
、
午
前

８
時
羊
爾
が
丘
体
育
館
前
集
合

▼
行
き
先
…
天
ケ
瀬
森
林
公
園
、

大
吉
山
方
面
、
杓
１
１
キ
ロ
▼
持
ち

物
…
昼
食
、
雨
具
▼
闘
い
合
わ
せ

…
木
村
長
次
さ
ん
（
豊
2
1
・
3
6

3
3
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
気
功
法
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
９
日
～
６
月
1
3

日
の
毎
週
日
曜
、
午
前
1
0
時
～
正

午
。
６
回
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤
労

者
福
祉
公
一
館
▼
定
員
・
・
・
先
着
4
0
人

▼
講
師
…
穂
恵
津
養
生
気
功
会
・

上
田
恵
子
さ
ん
▼
受
講
料
・
：
2
0

0
0
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
館
（
き

4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。

　
O
A
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
き
4
6
・
0
6
8
8
）
で
は
、
右
下
表

の
講
座
の
受
講
者
翼
″
集
し
ま
す
。

oA講座の日程・内容

菟
道
丸
山
太
田
　
佳
澄
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
Ｈ
４
・
４
・
1
6
①

講座名 期間 曜日時　問
回数
(回)
定員
(人)
受講料
　(円)

ワープロ
　(初級)

5/24
～6/15
月･火
木･金

9:30

～12:00 14 20 10,800

　ワープロ

(日商4級検定受験)
5/10～7/10リ

A9:3Q
　～12:00

813:00　～15:30
11 30 16.000

パソコン

(Dｰﾀｽl-2-3!;副
5/27
～6/14
月･木
18:30

～21:00
６ 20 7,800

　
コ
ー
ラ
ス
ぽ
こ
ア
ぽ
こ

　
5
周
年
記
念
演
奏
会

　
▼
と
章
：
５
月
1
6
日
聞
、
午
後

Ｌ
時
半
間
演
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
：
「
8
0

日
間
世
界
一
周
」
ほ
か
ｙ
問
い
合

わ
せ
・
・
・
田
端
悦
子
さ
ん
（
豊
2
2
・

3
7
3
8
）
へ
。
入
場
は
無
料
。

　
市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
、

第
三
回
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
作

品
（
文
学
作
品
や
研
究
な
ど
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
は
五
月
三
十

一
日
卯
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

　
市
民
（
在
勤
・
在
学
を
含
む
）
で
あ

　わが家のやんちや娘です。健康

でやさしい子に育ってね。

　この欄に掲載するお子さん(4年

５月生まれ)を募集しています。今月

10日までに広報課へ'ご連絡ください。

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
5
月
の
催
し

　
い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
。
問
い

ふ
お
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
4
・
7

4
4
7
）
へ
。

　
〈
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
５
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
1
1
時
ｌ
人
形
劇
公
演
・

午
後
Ｌ
時
～
４
時
―
こ
μ
ｔ
）
も
ち

つ
章
ハ
会
▼
と
こ
ろ
・
・
・
同
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
幼
児
～

小
学
生
。
参
加
は
直
接
会
場
へ
。

〈
親
子
茶
摘
み
と
茶
工
場
見
学
〉

　
▼
と
亭
・
・
９
日
面
、
午
前
９
時

１
午
後
４
時
（
函
大
中
止
）
▼
行
き

先
・
・
・
茶
業
セ
ン
タ
ー
、
府
立
茶
業

研
究
所
▼
対
乖
・
・
市
内
在
住
の
小
・

中
学
生
Ｊ
Ｏ
v
Ｖ
の
親
▼
定
員
・
：
先
着

2
5
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー

へ
。
交
通
費
は
自
己
負
担
。

　
〈
子
ど
も
茶
道
教
室
〉

　
▼
と
さ
・
・
・
拶
吊
一
、
午
後
１
時

れ
ば
、
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
書
き
下
ろ
し
の

新
作
か
、
前
一
年
間
の
発
表
作
の
い
ず

れ
か
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
文
化
観
光
課
文
化
係
（
豊

内
線
2
2
2
3
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

公共下水道

処理区域が拡大
―
i
n
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
▼
定
員
…
先
着
2
0
人
▼
申
し
込

み
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
赤
十
字
社
資
を
募
集

　
具
赤
十
字
社
で
は
、
今
年
も

赤
十
字
事
葦
推
進
す
る
た
め
、

「
全
戸
加
入
こ
百
標
に
、
社
資

募
集
運
動
を
実
施
し
乖
ｙ
。

　
赤
十
字
事
業
に
は
、
国
際
救
援
・

災
害
救
護
活
動
や
献
血
事
業
な
ど

が
あ
り
求
ふ
、
必
要
な
事
業
資

金
は
す
べ
て
皆
丿
兄
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
い
た
「
社
戸
で
賄
わ
れ

て
ぃ
毒
了
。

　
間
も
な
く
町
内
（
自
治
）
会
を

通
じ
て
社
資
募
集
の
お
願
い
を
し

毒
了
。
よ
ろ
？
鼠
力
く
だ
さ

い
。
Ｆ
と
は
福
祉
総
務
課
社
心
一

係
（
豊
内
線
2
3
0
2
）
へ
お
問
い

ふ
Ｂ
せ
べ

　
上
・
下
水
道
料
金

　
低
所
得
者
用
申
請

　
▼
対
象
…
４
年
中
の
所
得
が
次

の
世
帯
人
数
別
の
認
定
基
準
額
未

満
の
人
。
L
T
6
3
万
ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

円
、
又
=
ｒ
Ｈ
.
―
(
C
O
万
８
（
Ｕ
０
０

円
、
・
叉
1
1
5
7
万
7
0
0
0

円
、
丈
9
1
7
3
万
4
0
0
0

円
、
ｉ
人
以
上
＝
１
７
３
万
4
0

0
0
円
に
ｔ
人
か
超
え
る
Ｌ
人
に

つ
き
4
3
万
1
0
0
0
円
を
加
え
た

令
額
▼
申
し
込
み
・
：
所
定
の
申
請

書
に
４
年
中
の
所
得
の
分
か
る
書

類
（
源
泉
徴
弱
ｙ
、
各
年
金
の
受
給

　
四
月
二
十
三
日
か
ら
、
公
共

下
水
道
処
理
区
域
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
供
用
開
始
区
域
は
、

東
宇
治
処
理
区
―
木
幡
御
蔵
山
・

赤
塚
・
金
草
原
・
北
畠
・
桧
尾
・

北
山
畑
・
東
中
・
南
山
・
南
山

畑
・
中
村
・
南
端
・
大
瀬
戸
・

平
尾
・
正
中
の
一
部
。
洛
南
処

理
区
↓
ハ
久
保
町
旦
椋
・
南
ノ

ロ
・
山
ノ
内
・
上
ノ
山
の
一
部
、

伊
勢
田
町
中
ノ
田
・
中
ノ
荒
・

ウ
ト
ロ
・
井
尻
の
一
部
、
小
倉

町
堀
池
・
新
田
島
の
一
部
、
横

島
町
南
落
合
・
東
鴫
沢
・
東
鴨

巣
の
一
部
で
す
。

証
明
書
な
ど
）
夕
添
え
て
、
水
道

部
営
業
課
（
豊
内
線
2
7
0
1
）

へ
。

　
私
道
整
備
補
助

　
市
で
は
、
牛
活
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、
私
道
の
舗
装
新
設
・

補
修
や
、
排
水
設
備
の
補
修
・
改

良
工
事
に
対
し
て
、
申
請
に
莫
つ

い
て
補
助
金
夕
交
付
し
て
い
求
了
。

　
▼
対
象
（
次
の
要
件
か
す
べ
て

満
た
す
私
道
）
・
：
①
不
特
定
多
数

の
人
が
利
用
し
て
い
る
②
幅
員
が

２
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
（
袋
路
状

の
道
で
は
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り

未
了
）
③
街
き
ょ
、
側
溝
、
暗
き

ょ
、
雨
水
ま
す
な
ど
の
排
水
設
備

が
あ
る
④
建
設
完
了
後
３
年
以
上

経
過
し
て
い
る
▼
対
象
者
・
：
整
備

工
事
少
丑
ハ
同
営
と
し
て
行
う
町
内

会
や
自
治
会
▼
補
助
額
・
・
・
市
の
基

準
で
定
め
る
工
事
費
の
３
分
の
２

に
相
当
す
る
額
▼
申
請
：
土
事
着

手
予
定
日
の
3
0
日
前
ま
で
に
道
路

課
（
豊
2
3
6
7
）
へ
▼
申
請
期
限

・
：
Ｗ
狐
甘
㈹
ま
で
。

　
印
鑑
登
録
証
明
書
に

　
偽
造
防
止
用
紙
を
使
用

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
用
紙
が
五

月
一
日
か
ら
奪
幻
り
ま
す
。
新
し

い
用
紙
は
中
央
に
市
章
衆
日
抜
き

に
し
、
市
の
花
「
や
ま
ぶ
き
」
を

入
れ
た
カ
ラ
ー
刷
り
で
、
複
写
ず

る
と
「
複
製
」
の
文
字
か
浮
か
び
、

偽
造
を
禾
然
に
防
ぐ
と
い
ら
も
の

で
す
。

　
健
康
で
快
適
な
牛
吝
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
、
各
家
庭
で
、

公
共
下
水
道
へ
の
切
口
指
え
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

○
ぐ
み
取
り
便
所
は
供
用
開
始

　
の
告
示
後
３
年
以
内
に
、
ま

　
た
浄
化
槽
式
便
所
は
速
や
か

　
に
公
共
下
水
道
に
つ
な
が
替

　
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

○
水
洗
化
や
排
水
設
備
の
工
事

　
は
、
宇
治
市
指
定
の
「
排
水

　
設
備
工
事
公
認
業
者
」
以
外

　
は
で
'
>
m
笹
ん
。

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
の
相

談
、
問
公
お
せ
は
、
下
水
道

管
理
課
（
豊
内
線
2
4
5
2
）
へ
。

中
央
公
民
館

　
豊
2
0
・
1
4
1
1

①
紙
の
動
物
を
作
う
フ
（
は

さ
み
・
の
ぴ
が
必
要
）
②
子
供

映
画
公
一
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

工
‥
八
時
と
１
１
‥
一
時
１
正
午
。

木
幡
公
民
館

　
　
容
ぞ
8
2
9
0

　
O
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ
ル

フ
広
場
…
午
前
９
時
半
～
正
午
、

東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
広
場
で
。

当
日
先
着
親
子
2
0
組
。

　
宇
治
公
民
館

　
　
容
2
1
・
2
8
0
4

　
○
卓
球
・
け
ん
玉
遊
び
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
…
午
前
９
時
半
～
正
午
。

　
小
倉
公
民
館

　
　
・
豊
2
2
・
4
6
8
7

　
壹
果
子
づ
く
り
教
室
・
：
午
前

1
0
時
～
正
午
、
先
着
3
0
人
（
要

予
約
）
。

　
広
野
公
民
館

　
　
容
4
1
・
7
4
5
0

　
○
子
戸
石
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ

宇
治
市
国
民
健
康
保
険

ル
フ
広
場
（
雨
宍
中
止
）
…
午
前

９
時
1
5
分
集
合
～
1
1
時
半
。
先

着
2
0
人
（
要
予
約
）
。
な
お
４
月

に
募
集
し
た
『
英
語
で
遊
ぼ
う
』

と
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
音
楽
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
」
（
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
正
午
）
は
、
定
員
に
若
干

余
裕
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
凭

　
大
久
保
青
少
年

　
セ
ン
タ
ー
　
　
　
’

　
　
容
4
4
・
7
4
4
7

　
①
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
・
・
・
午

前
９
時
～
1
0
時
。
小
学
生
先
着

2
0
人
（
要
予
約
）
②
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
教
室
・
：
午
前
1
0
時
半
～
正
午

中
・
高
校
生
先
着
2
0
人
（
要
予

約
）
③
折
り
紙
教
室
・
‥
・
午
前
９

時
１
正
午
。
小
学
生
先
着
3
0
人

（
要
予
約
）
④
自
由
遊
び
（
一
輪

車
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
・
：
午
前
９

時
～
正
午
。

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
を
変
更

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
同

じ
月
内
に
同
じ
医
療
機
関
で
、

同
じ
病
気
の
治
療
夕
受
け
て
支

払
っ
た
金
額
が
自
己
負
担
限
度

額
夕
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る

と
そ
の
差
額
を
支
給
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
５
年
５
月
診
療

分
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
が
下

表
の
と
お
り
変
児
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
ぐ
は
国
民
健
康
保
険
課

　
（
容
内
線
2
2
6
6
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ポリオ生ワク

チンの

服用　
犬 変更前変更後

自己負担限度額
（　）内は非課税世帯

60.000

(33,600)

63.000

(35,400)

同一世帯で12ヵ月以
内に高額療養費を３

回受けた場合の４回
目以降の自己負担限
度額(｢多数該当｣と
いいます)

34,800

(23,400)

37,200

(24,600)

世帯合算（同一月に同一世帯の複

数の被保険者の一部負担金が基準
額以上の場合、合算することで自

己負担を押さえる制度）､長期特定
疾病については変更ありません

　
五
月
十
日
㈲
か
ら
、
ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
▽
対
象
・
・
生
後
３
ヵ
月
～
４

歳
禾
満
で
２
回
服
用
し
て
い
な

い
乳
幼
児
▽
日
程
・
会
場
・
：
５

年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」
に
掲
載
▽
持
ち
物
…

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
。
体

温
は
必
ず
事
前
に
計
っ
て
お
い

て
ぐ
だ
さ
い
▽
問
賢
Ｂ
せ
・
・
・

保
健
予
防
課
（
萱
内
線
2
2
6

1
）
へ
。

　
次
の
場
合
は
服
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻
し
ん
予
防
接

種
か
受
け
て
１
ヵ
月
以
内
・
三

種
混
合
予
防
接
種
夕
受
け
て
Ｉ

週
間
以
内
・
麻
兄
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
風
兄
、
水
ぼ
う
そ

ラ
が
治
ヴ
て
１
ヵ
月
以
内
・
と

び
ひ
、
壬
足
口
病
、
突
発
性
発

し
ん
に
か
か
っ
て
い
る
・
ひ
き

つ
け
、
け
い
れ
ん
化
起
こ
し
て

１
年
以
内
。

193

図
書
館福

祉
年
金

ス
ポ
ー
ツ

学
ぶ

お
知
ら
せ

市
役
所
の
代
表
番
号
は

鸚
絹
評
と

5月8日（土）

公民館・青少年センターの催し

特に記載のないものは、会場はその公民館青少年センター

で、参加自由、無料です。

第
3
回
作
品
を
募
集
中

5

／

3

1

（

月

）

ま

で



　
納
期
限
は

　
5
月
3
1
日
（
月
）

　
五
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
兼
納
付
書
吸
五
月
六
日

幽
に
発
送
に
￥
ヂ
。
納
期
限
は
五

月
三
十
一
日
囲
で
す
。
そ
れ
ま
で

に
必
ず
納
付
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
夕
莉
用
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
納
税
通
知
書
だ

け
送
付
し
康
す
。
そ
の
握
－
、
五

月
三
十
一
日
に
、
指
定
の
金
融
機

関
か
ら
納
税
通
知
書
に
記
載
し
て

い
ゑ
朧
を
引
き
落
と
し
、
領
収

証
書
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
車
検
が
必
要
な
軽
自
動

　必要。社会福祉協議会豊22 ・ 0600、受け付

　け順に、相談日、相談時間を決めます)。

●京都府交通事故相談(12日, 26日、９時～

　16時、京都府宇治地方振興局豊2i ・ 2049)。

●暴力にかかわる困りごと相談(10日, 9時

　～16時、京都府宇治地方振興局。電話によ

　る相談も可能。京都府暴が追放運動推進セ

　ンターS075 ・ 451 ・ 8930)。

　　　献血

●7日(大久保団地第三集会所=

10時～正午

　・13時～15時半)。

■

14日(市役所北側玄関エンド｡ランスホール

　内=

10時~13時・14時～15時半)。

　19日(京都文教短期大学=10時～15時半)。

車
に
は
、
車
検
時
に
納
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。
領
収
証
書
と
納
税

証
明
書
が
一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
”
軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

は
納
税
課
（
豊
内
線
2
1
3
2
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
4
月
1
日
現
在
の

　
所
有
者
に
課
税

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現

在
の
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に

課
税
吝
れ
ま
す
。

　
四
月
二
日
以
降
に
廃
車
や
譲
渡

の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
、
五
年
度

r…………7……………………………………………………………ヨ

ミ　市、社会福祉協議会では、このほかにもミ

i各種相談事業を実施｡詳しくは５年度版｢市ｌ

[民カレンダーと手びき]､｢市民の手引き｣をミ

ミご覧ください。　　　　　　　　ミ

1………………………………………………………………………ﾖ

　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所=

9時～lo時半、

　３日は祝日のため除く）。
　　　相談あんない

-

●青少年相談(20日,13時～16時､宇治公民館)。

　●法律相談(毎週木曜日、13時半～15時半、

　総合福祉会館。定員１回10人。電話予約が

ａ
ｊ
Ｋ
ａ
ぽ

回
４ ５

　

Ｍ
ｌ
ｗ
″
こ
Ｍ

ｆｌｗｙｓｗｙ・ ･ ･ ｙ ｆ ｓ Ｊ ・ ヾ ｗ ￥ 一

｀ へ r l ♪ 寸 r l j － r l タ ヘ r 1 7 へ ｎ 丿 ･

分
は
、
元
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
廃
車
・
譲
渡
・
取
得
し
た

と
き
や
盗
難
に
遭
っ
た
と
き
な
ど

は
、
す
ぐ
に
市
民
税
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
障
害
の
あ
る
人
は

　
減
免
申
請
を

　
軽
自
動
車
税
に
は
、
障
害
夕
痔

つ
人
の
た
め
の
減
免
制
度
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
一
台
に
限
旦
蒔
る
こ
と

が
で
奎
添
ｙ
（
普
通
自
動
車
の
減

免
を
受
け
る
場
合
は
除
く
）
。

①
構
造
が
専
ら
障
害
者
の
利
用
に

　
供
す
る
た
め
の
も
の

②
障
害
者
の
所
有
す
る
も
の

　
　
（
身
体
障
害
者
が
1
8
歳
未
満
か

　
軽
自
動
車
夕
所
有
す
る
こ
と
が

　
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
ま

　
た
は
精
神
障
害
者
で
あ
る
場
合

　
は
、
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所

　
有
し
、
専
ら
障
害
者
の
通
学
・

　
通
院
・
通
所
・
生
業
の
た
め
に

　
運
転
す
る
も
の
を
含
む
）

　
減
免
申
請
は
、
次
の
書
類
奎
添

え
て
、
五
月
三
十
一
日
側
ま
で
に

市
民
税
課
で
手
続
き
罵

　
▼
減
免
申
請
書
（
市
所
定
の
も

の
）
▼
身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
保
健
所
の

証
明
書
な
ど
）
▼
運
転
免
許
証
▼

印
鑑
▼
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
。

　
詳
し
ぐ
は
市
民
税
課
（
豊
内
線

2
1
2
0
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
ぐ

だ
さ
い
。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）

｢開｣の巡回は休止し、新たに「Ξ室戸｣の巡回を開始します。※開公民分館の廃館に伴い、

し　尿（城南衛生管理組合豊075－631－5171）

迄

ぞ

毒

五ぷ

急

雷

叢

Ｒ　ﾌ只　　寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、芝ノ東(JR以西)

　　　　　　野添、谷前、梅林、西浦(J R以西)、新開(JR以西)、平野(JR以西)、折攻口Ｒ以西)、
10　31 等取、池尾、門前、池山、岡谷、只川、河原　　　　　　　　　　．　　　ｊ

11　fi/1　　福角{J R以H)　日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚丿戸ノ内、軍m、丸山、平町

1?　fi/2　　荒握　田中、大±百内、妙見

　　　　　谷下り(全域)、出口(全域)、森本(全域)、中筋、大谷、東中、西中、
13　6/3　　藪m　段ノ上、東隼上り、西隼上り

14　KM　　折坂(j R 以東)、平野(jR a東)、福角(J R以東)、一番割、二香割、こ薔割一鄙

I;　;/R　　南端□R以東)芝ノ東(府道両側)、西浦(JR以東)、新開J R以東)、こ書割

17　　　　南山(A)中村(さっきヶ丘)、広岡谷、芝ノ東(府道以東)

IS　　　　南山(B)金草原

　　　　　　六地蔵(J R以東・以北の全域)、陣ノ内(JR以東)、正中J R以東)、御m、
19　　　　南山畑こ北山畑、中村(JR以東)、大瀬戸(JR以東)、東中(JR以東)、北畠一部、

　　　　　　北mm山(平尾)、中御蔵山、南御蔵山、畑山田、花揃、赤塚

ﾜ∩　　　　北畠　綸屋　平尾　須留、炭山

　　　　　　　　六地蔵(JR以西・以南の全域)、陣ノ内(J R以西)、正中J R以西)、同原、北島、
6　26　　　　東中(J R以西)、西中、大瀬戸(JR以西)、内畑、熊小路、中村(JR以西)、西浦、
　　　　　　　　宙( .1Rじ丙)増ノ吏

宇
治

神
明

開

広
野

大
久
保

白川

志
津
川

in　^1　　半白　志池川
19　fi/?　　TL.方　山太　蔭山　東内、又振、山田、紅斎

17　　　　田匝　日椋　井ノ尻　北ノ山、山ノ内、西裏

　　　　　　戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(JR以北)、寺山J R以西)、茶屋畏、久保□R以酉)、
18　　　　　トノ山　大竹　南ノ□　平盛

　　　　　　石塚(心華寺通り以西)、丸山、一里山(府道以南)、桐生合(JR以西)、
19　　　　吏募( R以丙と府道以南)、白川、金井戸

　　　　　　弐番(府道以北)、池森、米阪、蛇塚、里尻(JR以北)、小桜、樋ノ尻、石塚(心華守迪り以東Y、
20　　　　宵北一部　寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4#地)、中島、久保(JR以東)

71　　　　－田山(府道以北)v桐生谷(J R以東)、東裏(J R以東の府道以北)、開町
ｸA　　　　安吏　安西　宮北　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･．

１　ヮc:　　　　大谷　野神一部　小mm、大開、尖山一部(2番ttll・6番地)

　　　　　　　　野神、大谷一部(上権現町を含む)、琵琶、弐番(府道x南)、夭洛□R以南)、
6　26　　　　芸轟臼Rじあ)　中々ま　壱番(宇治橋通り以北)、妙楽(宇治橋通り以北)、里尻(JR以南)

｀ﾌ　97　　　　下属　釜i*.　壱番(宇治橋通り以南)、妙楽(宇治橋通り以m)、浪華、堵川

小
倉

伊
勢
田

棋
島

羽
拍
子

安
田

只　■?只　　3i浦(30-33　80～98　100-110).大只凶[地、山際一鄙

in　^1　　　山際
，11　;/1　　去肉　久保　天^A府道ほ北）老ノ木、西山（旧国道〈府道〉以東J、連氾

19　1;/ｸ　　=天=干（府itLI南).吏山　中畑、西畑

n　;H　　丙浦　控i堀弛r田中　大和一部丙２号ii'H以北)、堀池

14　KM　　南堀弛ぐ太涌りじi北)南堀池(本通り以m、南堀池(大*Q32-36)

　　　　　　南堀池(大和)、南遊田、遊田、砂田、毛語一鄙、中ノ荒、升尻、甲ノ田、石ぷ、
15 6/5　涯rii　宙田町

17　　　　　φ山fi斤鉄L'1丙).革語　若林　南山、ウトロ

　　　　　　神楽田(山中含む)、西山(IB国道〈府道〉以西)、中央台、北山A■B ･ C ･ D団尼、
18 ま語(府;首じit),若林一部

1Q　　　　　φllJ(;斤鉄じl蜜l　大谷　羽拍子町

21　　　　春日森、－ノ坪、島前、大町、石m(大川原禄以西)、中川原(大川原脈以酉)、
　　　　　　　唾一川J･　市日川　西目川

9/1　　　　　控i落合t0の涌り～i3の通り）
１　つ(;　一　　　薗温(剣m順線じ到　大llft　北内　門口、幡貫、郡、石橋(大川原線以東)、吹荊(而冨汪り

　　　　　　　　中川原(大川原線x東)、十一(大川原線以東・国道以東)、十六(国道以刺、十八(Hil以東J、
6　26　　　　喰前f市営仕刹余い

フ　97　　　　　控i浦　西浦一部　神楽田一部(近鉄以西)

燃えないごみ環m事業所豊内線3003～3005）

　　　　　　　　六地蔵（J R以東・以北の全域）

3　13　24　6/2 ≒乳匹.)

　　　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、J R以東の芝ノ東）

　　　　　　　　　六地蔵（J R以西・以南の全域）
　　　　　　　　　木　　幡（JR以西の全域）
　　　　　　　　　五ヶ庄（一・二・三番割、梅林、大林、折坂、
4　14　25　6/3　　　　　　北ﾉ庄、新開、高峯山、谷前、壇ノ東、
　　　　　　　　　　　　　寺界道、西浦、西川原、西田、野添、
　　　　　　　　　　　　　雲雀島、平野、古川、JR以西の芝ノ
　　　　　　　　　　　　　東、JR以東の福角、京大宿舎）・

　　　　　　　　五ヶ庄（一里塚、上村、大八木島、岡本、瓦
　　　　　　　　　　　　塚、戸ノ内、日皆田、JR以西の福角）
　　　　　　　　菟　　道（全域）　羽戸山（全，域）

　　　　　　　　志津川（全域) 明星町（全域）
5　15　26　6/4　宇 治（壱番、乙方、金井戸、下居、善法、
　　　　　　　　　　　　塔川、東内、東山、叉振、妙楽、山田、
　　　　　　　　　　　　山本、蓮華, J R以南の宇文字・里尻）
　　　　　　　　白　　川（全域）棋島町（大島）

　　　　　　　宇　　治（池森、大谷．米阪、蛇塚、弐番、
　　　　　　　　　　　　野神､琵琶、J R以南の御廟・天神・
　　　　　　　　　　　　矢落・若森、壱番一部〔都計道路以
　　フ　　　　　　　　　西〕、下居一部〔上権現町〕）

　　　　　　　‘琵琶台（全域）折居台（全域）
6　17 27 6/7 天神台（全域）南陵町（全域）

　　　　　　　神　　明（全　域）　小倉町（奥畑）
　　　　　　　羽拍子町（J R以東の全域）
　　　　　　　開　　町（J R以東の全域）
　　　　　　　広野町（小根尾一部）

　　　　　広里予町（新成田・成田・小根尾一部の3地

7 18 28 5/8
大久保町てこ除轟方域≒山’台（全　域）

　　　　　府営西大久保団地（1棟～21棟･ 44棟）

　　　　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）
　　　　　　　　棋島町（ﾀﾄ一部〔寺内町内会〕）
　　　　　　　　羽拍子町（J R以西の全域）
　　　　　　　　開　　町(J R以西の全域）
10　19　29　6/9　伊勢田町（井尻、ウトロ、浮面、大谷､蔭田、
　　　　　　　　　　　　北山、毛語、新中ノ荒、中荒、中ノ
　　　　　　　　　　　　田、中山、南山、若林、名木）
　　　　　　　　広野町（新成田、成田）
　　　　　　　　府営西大久保団地（22棟～43棟）

　　　　　　　　小倉町（西山を除く近鉄以西の全域）
11　20　31　6/10伊勢田町（砂田、中遊田、南遊田、遊田）
　　　　　　　　安田町（全域）

　　　　　　　　宇　　治（蔭山、小桜、戸ノ内、半白、樋ノ
　　　　　　　　　　　　尻、J R以北の宇文字･御廟･里尻･
12　21　5/1　　　　　　　天神・矢落・若森）
　　　　　　　　横島町（大島･外一部〔寺内町内会〕を除く全域）
　　　　　　　　小倉町（新田島）

一　　　　　燃えないごみは､午前９時までに、Fi羅司　Ｊこ芯茲芯7:冒滋ご
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5月の燃えないごみ・し尿収集日程表

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
5
月
分
）

軽
自
動
車
税

納
期
限
と
減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

移
動
図
書
館

I 6

日月

叫

28

日

(金3

27
日困

26
日
俐

25
日
向

21
日面

20
日田

19
日團

18
日
(火)

14
日出

12
日團

日日
(火)

７
日吻

６
日
俐
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

伊
勢田

北
横
島

広

野

緑
ヶ
原

平

盛

西
大

久
保

大
久保

蔭

山

棋

島

吹

前

南
小倉

北
小倉

明
星町

志
津川

一一
一室

戸

遊

田

課

町

平
尾台

御
蔵
山

六
地
蔵

木

幡

岡

屋

福

角

羽
戸
山

地

区

13

●●30

S

15

●●
30

14

･●00

　S

15

●●
30

15

幽丿00

　S

16

●●00

13

●●30

S

15

●j30

14

●●40

　S

15

●●50

13

●●30

S

14

●●20

10

●●00

　1

11

●●00

14

●●50

　S

15

●●40

13

●●30

S

14

●●20

14

●●00

　S

15

●●30

10

●●00

　S

11

●●10

13

●●30

S

15

●･30

14

●●20

S

15

■●20

13

●●30

　S

14

●●00

10

●●00

　S
n

●●00

14

●●00

　S

15

●●30

10

●●00

　S

11

●●00

14

●●40

　S

15

●●50

14

●●20

S

15

･●50

13

●●30

　S

14

丿●00

13

●●30

　S

15

●●30

14

●●50

　S

15

●●40

13

●●
30

　S

14

●●20

10

●●
00

　S

11

●●00

駐
車
時
間

伊諮

小謡

北
棋
島
小
学
校

大徐

小謡

緑
ヶ
原
藻
田
緑地

平
盛
小

学
校

西
大
久
保
小
学校

荏
蓉
箭

７

－－
チ

カ

笛

前

八南
木落

が合

レ12
1の

シ通
　り

棋
島
小

学
校

；

肖

北
小
倉
小
学
校

汚返

理謐

志
津
川

ﾉ4

ス

駐

車
場

娶

－一一芦

望

内

西
小

倉

中

学

校
北

門

爾
陵

第

２

児
童

公
園

第そ

□^

児右

童

公

園

御
蔵
山
小
学校

六
地
蔵
公
会
堂前

木
幡
公
民
館前

岡

屋
小

学
校

福£

角ヶ

市庄

営

住

宅

羽
戸
山
集
会
所横

駐
車
場所
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